
平
成
23
年
度
予
算
編

成
で
総
見
直
し
を
行
な

っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
見
直
し
、

廃
止
、
新
規
事
業
の
内
訳
を
伺

う
。

総
事
業
３
７
８
件

を
見
直
し
、
職
員
１

名
減
、
管
理
職
手
当
20
％
削
減
、

特
別
職
の
給
与
削
減
を
行
い
ま

し
た
。
廃
止
に
つ
い
て
は
、
福

祉
作
業
所
管
理
運
営
費
事
業
を

廃
止
し
ま
し
た
。
新
規
事
業
は

15
件
で
す
。自

治
基
本
条
例
、
市

民
参
画
協
働
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
伺
う
。

地
方
分
権
以
降
、

国
や
県
か
ら
の
権
限

移
譲
に
よ
り
、
自
己
決
定
、
自

己
責
任
が
拡
大
し
ま
し
た
。
市

民
自
治
に
よ
る
街
づ
く
り
を
進

め
る
べ
き
と
の
認
識
を
持
っ
て

お
り
、
先
に
市
民
参
画
協
働
条

例
を
制
定
す
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
、
市
職
員
と
市
民

と
の
共
通
理
解
と
市
民
参
加
意

欲
の
高
揚
を
目
指
し
、
講
演
会

や
職
員
研
修
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
４
年
間
の
道
路

行
政
の
基
本
的
な
考
え

方
を
伺
う
。

八
街
バ
イ
パ
ス
の

早
期
完
成
を
含
め
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
歩

道
整
備
、
特
に
交
差
点
部
分
の

右
折
車
線
設
置
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

「
ゆ
ず
り
合
い
ゾ
ー

ン
」
を
狭
あ
い
道
路
対

策
の
中
核
に
据
え
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

今
後
、
必
要
に
応

じ
て
、
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

市
道
五
区
10
号
線
の

待
避
所
、
市
道
住
野
22

号
線
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

車
と
歩
行
者
の
安

全
を
守
る
た
め
に
警

察
等
関
係
機
関
と
協
議
し
、
整

備
を
す
る
方
向
で
検
討
い
た
し

ま
す
。
市
道
住
野
22
号
線
（
朝

陽
小
学
校
脇
か
ら
入
り
谷
津
田

を
横
断
、
榎
戸
サ
ッ
カ
ー
場
に

抜
け
る
）
に
つ
い
て
は
交
通
量

も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
道
路
の

穴
埋
め
、
補
修
で
対
応
し
ま
す
。

「
ぶ
ら
ん
み

な
み
」
を
民
間

交
番
な
ど
多
目
的
に
活
用
を
す

べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

北
口
交
番
が

で
き
、
毎
日
２

名
の
警
察
官
と
、
交
番
相
談
員

１
名
が
配
置
さ
れ
ま
す
の
で
、

南
側
商
店
街
地
区
を
含
め
治
安

維
持
が
果
た
せ
る
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

八
街
駅
公
共
核
施
設

用
地
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
伺
う
。

市
財
財
源
確
保
の

観
点
か
ら
、
民
間
活

用
が
望
ま
し
い
と
の
報
告
を
受

け
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
若
手

職
員
か
ら
も
意
見
を
求
め
、
有

効
的
な
利
用
を
検
討
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
私
道
団
地
舗
装
半
額
補
助
制

度
の
創
設
に
つ
い
て

◆
住
居
表
示
問
題

◆
安
全
安
心
「
一
戸
一
灯
運
動
」
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一 般 質 問

八
街
市
自
治
基
本
条
例
、
市
民
参
画
協
働
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

人 問個 質

桜
田
　
秀
雄

新
設
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
生
活
保
護
費
に
つ
い
て

（
仮
称
）
酒
々
井
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ

い
て
、
施
設
、
看
板
の
名
称
に

八
街
市
の
名
称
の
使
用
を
求
め

ら
れ
な
い
の
か
伺
う
。

私
や
議
長
は
、
東

関
東
自
動
車
道
（
仮

称
）
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
設
置
促
進
期
成
同
盟
の
委
員

で
あ
り
ま
す
の
で
、
期
成
同
盟

に
お
い
て
、
千
葉
県
及
び
関
係

市
町
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

期
成
同
盟
の
会
長
で
も
あ
る
地

元
酒
々
井
町
長
に
も
理
解
を
求

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

生
活
保
護
の
世
帯
数

と
人
数
の
推
移
に
つ
い

て
伺
う
。

生
活
保
護
の
受
給

世
帯
数
に
つ
い
て
、

平
成
20
年
度
末
に
お
け
る
生
活

保
護
受
給
世
帯
は
４
０
１
世
帯
、

６
０
１
人
、
平
成
21
年
度
末
に

お
い
て
は
４
９
３
世
帯
、
７
１

５
人
、
平
成
23
年
１
月
末
時
点

で
は
５
８
１
世
帯
、
８
４
９
人

で
す
。
最
近
の
被
保
護
階
層
は
、

高
齢
化
の
進
行
や
核
家
族
化
に

伴
う
扶
養
意
識
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
高
齢
者
や
傷
病
・
障
が

い
世
帯
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

お
り
、
保
護
の
受
給
期
間
が
長

期
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

低
迷
す
る
経
済
・
雇
用
情
勢
か

ら
、
今
後
さ
ら
に
生
活
保
護
受

給
世
帯
は
増
加
し
て
い
く
も
の

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

生
活
保
護
費
の
支
給

項
目
別
支
出
、
本
市
の

負
担
金
額
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
、
就
労
支
援
、
訪
問
に
つ
い

て
伺
う
。

平
成
21
年
度
に
お

け
る
生
活
保
護
費
の

支
給
額
は
、
９
億
５
千
１
４
８

万
７
１
１
円
で
、
平
成
23
年
１

月
末
時
点
で
の
生
活
保
護
費
の

支
給
額
は
、
総
額
で
10
億
１
千

２
８
２
万
８
千
６
８
３
円
で
す
。

こ
の
う
ち
、
返
還
金
な
ど
を

除
い
た
費
用
の
４
分
の
１
が
自

治
体
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、

本
市
が
平
成
21
年
度
に
要
し
た

費
用
は
約
２
億
２
千
２
４
０
万

円
、
本
年
度
で
は
約
２
億
７
千

５
６
０
万
円
ほ
ど
の
負
担
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
増
加
が
見
込
ま

れ
る
生
活
保
護
費
を
安
定
的
に

供
給
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生

活
保
護
か
ら
の
脱
却
と
い
う
こ

と
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
態
や
能
力
に
応
じ
た
側
面
か

ら
の
自
立
援
助
が
不
可
欠
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
生

活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

の
８
割
以
上
が
、
医
療
扶
助
を

受
給
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健

康
・
生
活
管
理
は
自
分
自
身
で

行
え
る
よ
う
、
市
が
実
施
す
る

健
康
診
査
や
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
の
運
動
教
室
、
講
演
会

等
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
健
康
の
維
持
・
回
復

と
医
療
扶
助
運
営
の
適
正
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
小
規
模
公
共
工
事
の
発
注
拡

充
に
つ
い
て

◆
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
に

つ
い
て

◆
教
育
環
境
お
よ
び
幼
稚
園
、

保
育
園
、
小
中
学
校
か
ら
の

要
望
と
現
状
に
つ
い
て

人 問個 質

小

良
則

市
長
の
政
治
姿
勢

道
路
行
政

問

問

市

長

問市

長

新
設
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
つ
い
て

人
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り

市

長

誠
和
会

副
市
長

問市

長

問市

長

問市

長

再
質
問

問市

長

民
生
に
つ
い
て

問市

長

問市

長




